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学術論文 『デザ イ ン理論』37/1998

ロ シア ・ア ヴ ァ ンギ ャル ドにお け る

フ ァク トゥー ラの概 念 とそ の表 現 につ い て 、

埴 淵 都紀子

神戸大学

キーワー ド
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タ トリン,テ クスチュア,素 材構成,1912-1920

RussianAvant-Garde,faktura,Tatlin,texture,

materiality,1912-1920

1.は じめ に

ロ シア構 成 主 義 の基 本 命 題 は,ア レク セ イ ・ガ ンを は じめ とす る多 くの論 述 か ら
,コ ンス ト

ル ク ツ ィア,テ ク トニ カ,フ ァク トゥー ラの 三 っ と され る。 これ まで の ロ シア ・ア ヴ ァ ンギ ャ

ル ドあ るい は ロシ ア構 成 主 義 の 建 築 理 念 に関 す る研 究 は,主 に コ ン ス トル ク ツ ィア の概 念 を 中

心 に論 じ られて い る ものが 多 く,ま た テ ク トニカ の概 念 も,イ タ リア未 来 派 や ダ ダ等 と関 連 づ

け られ機 械 賛 美 と い う視 点 か ら,今 世 紀 初 頭 の造 形 あ る い は建 築理念 の一 っ と して た び た び触

れ られて きた。 しか しフ ァク トゥー ラの概 念 にっ いて は,こ れ まで ロ シア ・ア ヴ ァ ンギ ャル ド

の建 築理 念 に関 す る論 文,論 評 にお い て 深 く考察 され る こ と は ほ とん ど な く,建 築 の領 域 にお

け る概 念 の定 義 は な され て いな い。 そ の た め建 築 にお い て も,美 術 の 領 域 で 理 解 さ れ て い る

「表 面 加 工 」 と い う概 念 あ るい は英 訳 のtextureと して 表 面 に関 わ る概 念 と して 捉 え られ て い

る。

本 論 文 は タ ブ ロ ーか ら三 次 元 へ さ らに は建 築 へ と拡 大 した ロ シ ア ・ア ヴ ァ ンギ ャル ドの

1910年 代 の芸 術 にお け る展 開 を ふ ま え,フ ァ ク ト ゥー ラ と い う言 葉 が 使 用 され る よ う に な っ

た経 緯,さ らにそ の 意 味 の変 化 お よ び 概念 の確 定 を 行 う こ とを 目的 と して い る。

フ ァ ク トゥー ラの概 念 は,1910年 代 初 頭 か ら1930年 代 に 至 る ま で,ロ シ ア ・ア ヴ ァ ンギ ャ

ル ドの芸 術 家 お よび 批評 家 によ って,常 に 制作 に 関 連 す る重 要 な概 念 と して 折 に触 れ て 論 じら
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れてきた基本理念であり1,こ のファクトゥーラの概念を明らかにすることによって,ロ シア・

アヴァンギャル ドの作品の再評価および,ロ シア構成主義の建築に対する新 しい視点を示す こ

とができると思われる。

2.フ ァク トゥーラの語源

ファク トゥーラという言葉を理解するたあ,こ の言葉の起源および本来示 していた意味を考

察 し,言 外に包含されていた概念を明 らかにする必要があると思われる。

ファク トゥーラという言葉はロシア ・アヴァンギ ャル ドの芸術家たちが1910年 代 はじあに

使用 し始めたと言われているが2,言 葉 としての起源はラテン語に遡ることができ,フ ランス

では19世紀初頭 に美術用語 として用いられていた記録がある。 そこで,美 術用語 と しての ロ

シア語のファク トゥーラ(ΦaKTypa)あ るいはロシアが歴史的に影響を受けてきたフランスに

おけるfactureの 意味とその変化にっいて調べ,元 来示 していた意味について検証する。

(付表1)に まとめたように,語 源であるラテン語facturaは,芸 術用語と してよりはむ

しろ一般 的なものの作製,創 作を意味 し,イ タリア語では現在 もラテン語の意味に近いことが

分かる。

芸術に関わる言葉 として,19世 紀にはフランスでは 「芸術作品の制作手法 ・表現」 の意味

を示 していたが,フ ランスにおいては遅 くとも1940年 代 およびロシアにおいては資料不足

であるが1950年 代には 「絵画における材質の表現」 といった素材 に関わる言葉 に変化す る。

現在美術の領域で'　一的な 「表面加工」といった,表 面 に関わる意味へ変化するのは,ロ シア

においては1960年 代であるが,そ れでもなおフランス,ロ シアの双方で 「芸術作品の制作手

法 ・表現」の意味は失われておらず,現 在に至っている。

従 って ファク トゥーラは,現 在美術の領域で用いられているような表面のみに関する概Qを

超えて;制 作手法に関わる概念であった。そしてこの言葉は,作 品を制作する芸術家の制作行

為に深 く関わる言葉であり,制 作手法あるいは制作表現といった意味が内包 されていると考え

られ,ロ シア ・アヴァンギャル ドがこの言葉を使用 し始めた1910年 代初頭 には,こ れらの意

味が強かった可能性がある。

3.造 形芸術におけるファク トゥーラの展開

ロシア ・アヴァンギャル ドの芸術運動は,印 象派やキュービズムの影響を受け二次元のタブ

ローから三次元の作品へと展開し,そ の革新的な流れはロシア革命と相まって拡大 したと言わ

れる。 ロシアにおける多 くの論述のうち,フ ァクトゥーラの概念にっいで書かれた最 も初期の

ものに,1912年 のブル リュークの 「キュービズム論」およびラリオーノブの 「光線主義絵画」
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が あ る3。 これ らの論 述 を検 証 す る と,ロ シ ア ・ア ヴ ァ ンギ ャル ドの 芸 術 家 た ちが キ ュ ー ビ ズ

ムの 作 品 を 理 解 し,そ れ らを 展 開 して い く際 に フ ァ ク トゥー ラを制 作 に関 わ る重 要 な概 念 と し

て いた こ とが 分 か る。 しか し,キ ュー ビズ ム に お い て は,ア ポ リネ ー ルや メ ッッ ァ ン ジ ェ らの

論 述 な ど に フ ァク トゥー ラに 関 す る記 述 は な く,彼 等 が フ ァク トゥー ラを 重 要 な概 念 と して い

た とい う こ と は確 認 で きて い な い3。

従 って フ ァク トゥー ラ に関 す る ロ シア 。ア ヴ ァ ンギ ャル ドの芸 術 家 や 批 評 家 に よ る論 述 か ら,

キ ュー ビズ ムの タ ブ ロー か ら コ ラー ジ ュへ展 開 して い く作 品 に対 す る彼 等 の 解 釈,ま た彼 等 自

身 の 作 品 の 制 作 手 法 の展 開 を 考察 す る こ とに よ って,フ ァク トゥー ラ の概 念 の変 化 を 明 らか に

し,こ の 概 念 の 定 義 を行 う こ とが で き る と思 わ れ る。 そ こで,ロ シ ア ・ア ヴ ァ ンギ ャル ドの論

述 お よ び作 品 を 中心 に,1910年 代 の ロ シア ・ア ヴ ァ ンギ ャル ドに お け る タ ブ ロー,パ ピ エ ・

コ レお よび コ ラ ー ジ ュ,三 次元 へ の拡 大 とい う三 っ の視 点 か らフ ァク トゥー ラの概 念 の変 化 を

考 察 し,意 味 の 確 定 を行 う こ と とす る。

1)絵 画(タ ブロー)に おけるファク トゥーラ

ロシア ・アヴァンギャル ドの芸術家たちは1900年 代初頭か ら印象派やキュービズムの作品

にみ られる新 しい絵画の本質および要素にっいて著 し,1912年 頃か らファク トゥーラを こう

した絵画の基本理念の一っとして位置づけている。

1912年 には既知のように,キ ュービズムは分析的キュービズムか ら総合的キュービズムへ

と移 行 し,コ ラ ー ジ ュ や パ ピ

エ ・コ レ を 制 作 し始 あ た が,

この 年 に発 表 さ れ た ミハ イル ・

ラ リオ'一ノ ブ(M.JIAPHOHO[3)

の 「光線 主義絵 画 」,ダ ヴ ィ ド・

ブ ル リュ ー ク(A.ByPJIK)1く)

の 「社 会 の趣 味 へ の 平 手 打 ち」

に掲 載 さ れ た 「キ ュ ー ビ ズ ム

論 」 お よ び 「フ ァ ク ト ゥ ー ラ

論 」 は,分 析 的 キ ュ ー ビ ズ ム

の 作 品 あ る い は二 次 元 の タ ブ

ロ ー に お け る絵 画 の 基 本 要 素

につ いて 書 か れ た もの で あ り,

こ れ らの 論 述 に お い て 定 義 さ

図1収 穫(1914)

ダヴ ィ ド・ブル リューク(A.ByPJIK)K)
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れ て い る フ ァ ク トゥー ラ と は,

タ ブ ロー にお け る概 念 で あ る。

ダ ヴ ィ ド ・ブ ル リ ュ ー ク

(几ByPJIK)K)(図1)は

「社 会 の 趣 味 へ の 平 手 打 ち 」

(1912年)に 「キ ュー ビズ ム論」

お よ び 「フ ァ ク ト ゥ ー ラ論 」5

を 発 表 し,フ ァ ク トゥ ー ラ と

い う視 点 か らキ ュ ー ビ ズ ム の

作 品 を 解 釈 し,彼 らの 作 品 の

重 要性 を定 義 した。彼 は 「キ ュー

ビ ズ ム論 」6にお い て,「 絵 画 の

本 質 的 性 格 」 を キ ュ ー ビ ズ ム

に よ って 重 要 性 が 認 識 さ れ る

よ う に な った4っ の 「構 成 要

図2太 陽光線の魚

ミハ イル ・ラリオー ノブ(M,JIAPFIOHOB)

素に分解」 し,フ ァクトゥーラをその一っに挙げている7。そして,表 面 とファク トゥーラに

よって絵画が 「単に見るだけの もの」か ら 「感 じられるもの」へと変化 し,そ れらは 「一種の

視覚的計量感覚 色の嗅覚 彩色された瞬間の持続の感覚」8であると述べている。 この記述

についてJhonMilnerが 述べているように9,ブ ル リュークはファクトゥーラを作者が 「どの

ように絵画を制作する材料を巧みに扱うかという過程を示すこと」すなわち芸術家の絵画制作

に用いる絵の具という材料の使用手法の表れであるとしている。

また 「光線主義絵画」において ミハイル ・ラリオーノブ(M.刀APHOHOB)(図2)は,

「絵画のみに見 られる絵画の法則」 として,「色彩のマッスとファクトゥーラ」 の二っを挙げ'°,

ファクトゥーラとは 「彩色面の状態」すなわち 「音色」である'1と述べ,フ ァクトゥーラとは

絵画における絵の具の凹凸などの状態の調和 した使用手法の表現であるとしている。

アレクサンドル ・シェフチェンコ(A.田EBUEHKO)は1913年 の 「ネオ ・プ リミティズ

ムー その理論,可 能性,成 果」において,絵 画 自体に内在 して いる二つの ものとして 「構

成 ・彩色法」 と 「ファクトゥーラ ・制作手法」を挙げ,フ ァクトゥーラを芸術家の作品制作の

手法に関する重要な要素の一つ として論述 している。彼はファク トゥーラとは 「作品の表面,

その彩色法によって一 すなわち筆使い,絵 の具(色)の 濃さ,絵 の具の重なりの性格によっ

て一 ひとことで言えば,絵 の具の表面上にあってその描出に関係す る全 ての ものによって

作 り出される,絵 画の視覚的印象」isであり,芸 術家の作品制作 における絵 の具の使用手法の

61



表れとして認識 していたと考え られる。

このように絵画におけるファク トゥーラは,セ ザ ンヌやキュービズムに触発され,ロ シア ・

アヴァンギ ャル ドの絵画の基本理念の一っとして重要な概念 となり,そ れは筆遣いや絵の具に

よる凹凸などといった芸術家の絵の具の使用手法の表れとして認識されていた。 この手法の表

れは画家自身の制作過程に大きく影響されるものであり,2.で 示 したファクトゥーラという

言葉が本来示 していた 「芸術作品の制作手法,表 現」を言外に含んでいると考えられる。

2)パ ピエ ・コ レ,コ ラ ー ジ ュの フ ァク トゥー ラ

キ ュー ビ ズム の コ ラー ジュ やパ ピエ ・コ レと い っ た作 品 に使 用 され る素 材 の拡 大 に影 響 を受

け,ロ シア ・ア ヴ ァ ンギ ャル ドに お い て も これ まで の絵 の具 の 使 用 手 法 や 表 現 か ら,素 材 そ の

もの の組 み 合 わせ 法 や表 現 が 重 要 視 され る よ う にな り,1913年 以 降 の マ ル コフ や マ レー ヴ ィ ッ

チ らの論 述 に も これ らの影 響 が見 られ るよ うに な る。 前 述 の タ ブ ロー にお け る フ ァ ク トゥー ラ

の概 念 に関 して も,大 きな変 化 が見 られ る よ うに な る。

図3モ スクワのイギ リス人(1914)

カジミール ・マ レーヴィチ(K.AiAJIEB目U)

霾

ウ ラ ジー ミル ・マ ル コ フ

(B.MAPKOB1877-1914本

名 ヴ ァル テ マ ス ・マ トヴ ェ イ ス)

は 「フ ァク トゥ ー ラ」 の 中 で,「 金

冠,金 属 の額 縁 で 飾 り た て られ て

い る」 イ コ ンを 「非 現 実 の イ メ ー

ジ」 と し,そ れ に対 して 「美,信

仰,神 を 呼 び掛 け る」 も の は,「 色

彩 の騒 音,マ テ リア ル の音 色,フ ァ

ク ト ゥー ラ の 組 み 合 わ せ 」 で あ る

と して い る。 さ らに 「フ ァク ト ゥー

ラの 組 み 合 わ せ 」 が,パ ピ ェ ・ コ

レや コ ラ ー ジ ュの 特 徴 の 一 っ で あ

る 「現 実 の もの の組 み合 わ せ 」13す

な わ ち 「内 的世 界 と外 的 世 界 の 間 」

に大 きな変 化 を もた ら し,「 現 実 の

世 界 」 を 構 築 す る も の へ と発 展 し

て ゆ く可 能 性 が あ る こ と を 示 唆 し

て い る。 す な わ ち,マ ル コ フの 述
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べ て い る 「現実 の もの」 は,絵 の具 と い う限定 され た ものか ら,よ り広 い意 味 で の素 材 へ と拡

大 して い る。 そ して そ れ らの拡 大 した素 材 に よ るフ ァク トゥー ラ は,も はや二 次 元 の絵 画 に お

け る絵 の具 の使 用 方 法 の表 れ に限 定 さ れず,明 らか に広 い意 味 を 有 して い た こ とが分 か る。

マ レー ヴ ィ ッチ は1915年 に 「キ3ビ ズ ム,未 来 主 義 か ら シ ュ プ レマ テ ィズ ムへ 一新 しい

絵 画 の リア リズ ム」 に お いて,フ ァク トゥー ラは前 述 の ブル リュ ー ク らと同様 に,キ ュ ー ビズ

ム以 降重 要 性 が認 識 され る よ うに な っ た概 念 で あ り,色 彩 と共 に 「絵 画 の本 質 」 す な わ ち 「絵

画創 造 にお け る必 須 な もの」14の一 っ と して 定義 して い る。

ま た彼 は,キ ュー ビズ ム の コ ラ ー ジ ュ を,「 多様 な絵 画 的 フ ァ ク トゥー ラか ら構 成 」 さ れ た

もの と して捉 え,そ の 「絵 画 的 フ ァク トゥー ラ」 の なか に,パ ピ エ ・コ レや コ ラー ジ ュで 用 い

られ て い る紙 や木 な どの 「現 実 の もの」 に加 え て,ピ カ ソや ブ ラ ックの 作 品 や,マ レー ヴ ィ ッ

チ 自身 の 「モ ス ク ワの イ ギ リス人 」(1914年)(図3,4)な ど に書 か れ て い る語 句 や 文 字 な

どを含 め,こ れ らは 「絵 画 中 の多 様 な 形 態 の対 立 を 示 す もの」 で ある と して い る。従 って マ レー

ヴ ィ ッチ の述 べ て い る 「多 様 な絵 画 的 フ ァク トゥー ラ」 と は,タ ブ ロ ーの フ ァ ク トゥー ラと い

う芸術家の絵の具 の使用手法

の表れか ら,マ ルコフの述 べ

ているように,「現実 のもの」

あるいはそれに類 した文字 な

どの使 用手 法 の表 れ で あ る

「不協和」すなわち 「対立」へ

と拡大 していることが分か る。

このようにキュー ビズ ムの

パ ピエ ・コレ,コ ラー ジュな

どにみられるように芸術家 の

用いる素材の拡大に従い,フ ァ

ク トゥーラは絵の具 とい った

二次元 における素 材の扱 いの

表れか ら,「多様な絵画的 ファ

ク トゥーラ」 へと,言 い換え

ればより多様な素材 の使用方

法の表現へ と拡大 してい るこ

とが分かる。

またこの論述の中でマ レー

図4第 一線の戦い

カ ジミール ・マ レーヴ ィチ
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ヴィッチは,1914年 以降 タトリンが制作 してき

た 「絵画的 レリーフ」(図5)を 示すと思われる

「絵画的な浮彫(ま たは レリーフ)」 という記述

をしている。彼 は 「平面」が,こ れまでの筆遣

いや絵の具の凹凸といった 「隆起」 に留ま らず,

「輪郭のはっきりした彫刻」すなわちタ トリンの

1915年 以降のカウ ンター レリーフなどへ発展 し

ていくことを示唆 し,「多様な絵画的ファクトゥー

ラ」はこのようにロシア ・アヴァンギャル ドの

大 きな二っの流れ,す なわちマ レーヴィッチと

タトリンとの二人に代表される,平 面 と三次元

への拡大 という二つの方向に展開 されていくこ

とを示 している。

3)三 次元におけるファク トゥーラ

キュー ビズムの影響を受け展開 して きたロシ

ァ ・アヴァンギ ャル ドは,1914年 以降のタ トリ

ンの レリー フな ど,素 材そのものの表現である

抽象作品の登場によって,三 次元の世界へ と拡

大する。その結果,芸 術家はパ ピエ ・コレやコ

図5絵 画的 レリーフ/素 材の組み合わせ(¶914)

ウラジミール 。タ トリン(B.TAT川4H)

ラージュで用いた素材のみでは包含 しきれない新 しい素材の扱いによって作品を制作するよう

になり,彼 らの論述にも新 しい素材 と相まって拡大 したファク トゥーラの概念に関する内容が

見 られる。そこで,こ れ らの論述を中心に,三 次元におけるファクトゥーラの概念が包含する

内容の拡大について考察する。

1919年 にヴィク トル ・シクロフスキイ(B.HIKJIOBCKH前)は 「絵画空間 とシュプレマ

ティスト」の 「ファク トゥーラと反 レリーフにっいて」の章において,こ れまでの他のロシア ・

アヴァンギャル ドの論述同様,フ ァクトゥーラを芸術作品の特質 としているが,彼 の触れてい

る芸術 とはパ ピェ ・コレ,コ ラージュのみならず三次元の作品を念頭に置いていると思われる。

「外的世界は芸術の外部にある。それは,一 連の暗示や代数の記号として,容 量は有 して

いるが物質性,つ まりファクトゥーラは有 していない事物の集合として,知 覚される。

ファク トゥーラとは,特 別に構成された事物からなる独立 した世界の主要な特質であ り,

われわれはそうした事物の総体を芸術と呼び習わしている。」
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「詩 人 や 画 家 の あ らゆ る作 品 は,な に よ り も,し か るべ き各 箇 所 で 知覚 され る連 続 した モ

ノ,フ ァ ク トゥー ラに もとつ い た モ ノ と い う こ と にな る。」15

こ の よ うに,シ クロ フ ス キイ は フ ァク ト ゥー ラを 「しか るべ き各 箇所 で知 覚 さ れ る連 続 した

モ ノ」 の 「特 別 に構 成 され た事 物 」 の 「物 質 性 」 で あ り,も の の存 在 そ の もの で あ る 「容 量 」

とは異 な り,芸 術 家 が 「形 式 を 独 自 に構 成 す る素 材 」isの特 質 で あ り,従 って 使 用 す る素 材 そ

の もの の選 択 も重 要 で あ る と して い る。

シ ク ロ フ ス キ イ は平 面 や パ ピ エ ・コ レ,コ ラー ジ ュ と三 次 元 の作 品 を 区別 し,前 者 に お け る

フ ァ ク ト ゥー ラ と は 「種 々 の粗 い 面 を対 比 さ せ る こ と 」 で あ り,「 ナ タ ン ・ア リ トマ ン

(H.AJIbT从AH)の 二 次 元 の コ ラー ジ ュや 絵 画 にお け る筆 遣 い,材 料 の対 比」(図6)に よ く

表 れ て い る と述 べ て い る。 この 定義 は,ブ ル リュー ク らタ ブ ロ ー にお け る フ ァク トゥー ラ に関

す る論 述 と一 致 し,ま た マ レー ヴ ィ ッチの 「絵 画 的 フ ァク トゥー ラ」 と同様 にパ ピエ ・コ レ,

コラ ー ジ ュ の フ ァク トゥー ラを 定義 して い る。

一 方
,三 次 元 の 作 品 に お け る フ ァ ク トゥー ラは,1914年 以 降 タ トリ ンが 制 作 して きた レ リー

フ,カ ウンター レリーフとい っ

た絵画 か ら三次 元 へ展開 して

「現実からそのまま持ちこまれた

モノを別のモノと対比 させ る方

法」 による 「既成の事物」 の対

比に表れているとしている。 具

体的 にシクロフスキイは,タ ト

リンの弟子の作品について触れ,

「大きな寄木細工の方形で,そ の

さまざまな断片は種 々の フ ァク

トゥーラを有 し,互 いに重 な り

あ うい くっかの平面で あるかの

ように仕上げられている」 と述

べ,木 とい う素材の 「物質性」

を対比 させているとしている。

タトリン自身のカウンターレリー

フ(反 レリーフ)(図7)で 使用

している材料は,金 属板,ワ イ

ヤー,木 板(工 場で生産 された

舐

図6ペ トロコミューナ(1921)

ナタン 。ア リトマ ン(H.AJIbTMAH)
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図7カ ウ ン タ ー レ リー フ(1914-1915)

ウ ラ ジ ミ ー ル ・タ ト リン

板材)な ど,い わゆる当時現れ始めた工業製品であり,タ トリンはそれらに手を加え,組 み合

わせて作品を制作 している。すなわち,シ クロフスキイが述べている 「現実か らそのまま持ち

こまれたモノ」とはこうした工業製品であると思われ,彼 はこれらのモノつまり工業製品の扱

い方の表れを 「物質性」として論述 し,「新たな知覚世界を創設すること,芸 術作品の構成方

法を 〈日用のモノ〉の構成に適用 したり及ぼしたりすること」17によって ファクトゥーラは現

れるとしている。従って,シ クロフクキイの定義 したようにファクトゥーラの概念は,作 品が

三次元へ と展開するにっれ,パ ピエ ・コレ,コ ラージュのファクトゥーラである文字や 「現実

のもの」の対比から,「既成の事物」すなわち工業製品の扱いによって生 じる 「物質性」 へ と

含意を拡大 していったと考えられる。

同年カ ンデ ィンスキイは 「コミューンの芸術」10号 に掲載 された 「絵画文化館」 の中で,

文化館に付随 して発足する 「実験的手法支部会」の目的にっいて,「絵画の表現手段を豊かな

ものとすること」と述べ,収 集するものは 「素材そのものの使われ方に関わる本質的で重要な

エチュー ド,す なわちファク トゥーラ」であるとしている。カンディンスキイは ファクトゥー

ラを表現手段の実験として捉え,芸 術表現に関わるある種の 「対比の原理」であるとしている。

「彩色された平面 と線で描かれた平面,平 面 と平面との相関,衝 突,解 決,平 面 とヴォ リュー

ムとの相互関係,そ れぞれ独立 した要素としての平面とヴォリュームとの処理,デ ッサンおよ

び絵画の平面 とヴォリ3ム との一致あるいは不一致。ばらばらであったり組み合わされてい

たりする優れて立体的なフォルムの創造によるエチュードなど。」18と,平面的な作品と,立 体
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的な作品との双方に,そ れぞれ 「手法」の表れと してのファクトゥーラが現れているとしてい

る。すなわち,前 述のタブローのファクトゥーラとは芸術家の平面 と線による絵の具の使用手

法の表れであ り,コ ラージュやパピエ ・コレにおけるファクトゥーラとは 「独立 した要素とし

ての平面 とヴォリューム」の相互関係や処理,さ らに三次元においては素材の 「組み合わせ」

と分類 している。 さらに,こ の論述の前半で彼は,「 ことごとく実験をする画家の手か ら生 ま

れて くる,絵 画の表現手段に関わるエチュー ドでなければならない。それゆえここには,カ ン

バス,絵 筆 絵の具など,画 家の手になるもので はない道具類 は一切含まれない。ただ し,こ

のような物理的手段であっても;そ れが画家によって作 られた場合にはコレクションに入れら

れることになる。」'9と述べ,フ ァクトゥーラの概 念は,芸 術家が作品制作に用いる素材 により,

これ ら全ての作品に表現されている芸術家 自身の素材の使い方の表現を指 していることが分か

る。

続 く 「コミュー ンの芸術」11号 には,こ れ らの定義を踏 まえた と思 われる 「教育人民委員

部造形芸術 ・芸術産業局の 「芸術文化」問題に関す るテーゼ」が掲載され,彼 らは 「芸術活動

の多 くの要素」として 「(1)素材(マ チエ直ル)一 表面,フ ァクトゥーラ,弾 力性,密 度,そ

の他素材(マ チエール〉の 性質のすべて。」Z°と,.シ クロフスキイの定義同様にファク トゥーラ

を芸術家の制作行為によって表れる素材の特質として分類 している。

このように,三 次元へと作品が展開していくにつれて作品に使用する素材が多様になったこ

とにより,フ ァクトゥーラという言葉が元来示 していた 「芸術作品の制作手法 ・表現」から使

用する工業製品と言 った素材そのものの選択あるいはそれらの扱いによって表れる素材の特質

へと含意を拡大 していると言えるb

4.結 論

これまで構成主義における三次元の素材の組み合わせ,扱 いは いわゆる構成の概念からヴォ

リュームや相互貫入 といった視点,あ るいはテクスチュアといった表面の問題から論 じられて

きた。そのたあ三次元におけるファクトゥニラも,美 術の領域における 「表面加工」 と同様に,

表面に関わる概念として捉えられてきたように思われる。 しか し,1910年 代のロシア ・アヴァ

ンギャル ドの理念および作品制作に関わる手法の展開から,も う一度ファクトゥーラの概念を

再考すると,本 論文で論 じてきたように,三 次元における素材の扱い,そ して素材そのものを

選択 し加工することによらて表れる素材表現という意味を包含 していたことが分かる。

芸術家が制作す る作品が二次元か ら三次元へと展開するに従い,フ ァクトゥーラは,多 様な

素材に関わる概念 として,よ り重要な基本理念となっている。すなわちファクトゥーラは,絵

の具のみに留まらない様々な素材の扱いに関わる重要な問題点を提議 していた概念であったと
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い え,こ の概 念 の確 定 は よ り重 要 にな って い る。 しか も この三 次 元 に展 開 した フ ァ ク トゥー ラ

は,工 業 製 品 と い う新 しい素 材 を 如何 に扱 い,表 現 す る か と い う問 題 と深 く関 わ り,rそ の た め

タ トリ ンの レ リー フ に見 られ る素 材 の 扱 い に 関 す る多 くの論 述 が あ る。

例 え ば カ ンデ ィ ンス キ イ は前 述 の 「絵 画文 化 館 」 の中 で,タ ト リン らの レ リーフ,カ ウ ン ター

レ リー フ と い っ た三 次 元 の新 しい 造形 芸術 を フ ァ ク トゥー ラの一 っ の新 しい展 開 と して受 け と

め21,同 様 に シ ク ロ フ スキ イ も タ ト リ ンの カ ウ ン ター レ リー フ に見 られ る三 次 元 へ 拡 大 して い

くフ ァク トゥー ラ に触 れ,フ ァ ク トゥー ラの新 しい展 開 を定 義 して い る。

タ トリ ン自身 は い くっ か の論 述 を残 して い るが,そ の中 で フ ァク トゥー ラ と い う言 葉 は用 い

て い な い が,タ ト リンは1914年 以 降 の絵 画 的 レ リー フ,カ ウ ン タ ー レ リー フの 一 連 の作 品 に

「素 材 の 組 み 合 わ せ」(図5,8)と い う副 題 を っ け,ま た 「わ れ わ れ の 目 前 に迫 っ た 仕 事 」22

図8レ リー フ(1917>

ウ ラ ジ ミー ル ・タ トリ ン
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(1920年)に お いて 使 用 す る素 材 の 「触 覚 」 の重 要 性 につ いて 言 及 して い る。 タ ト リ ン の い う

「触 覚 」 とは,制 作 す る芸 術 家 の 工 業 製 品 とい う素 材 の扱 い を さす もの で あ り,具 体 的 に彼 は

素 材 を 「パ テ仕上 げ,い ぶ す,粉 を ふ くな どさ ま ざま な過 程 で仕 上 げ」23て い る。 彼 の 目 的 は

表 面 的 に加工 す るだ け で な く,「 素 材 そ れ 自体」 の 「運 動,緊 張 お よ びそ れ ら(素 材)の 相 互

関 係 」 す な わ ち 「複 雑 な研 究 ・解 明 とい う性 格 を 帯 び た素 材 の取 り合 わせ 」 で あ り,芸 術 家 が

素 材 を選 択 し,手 を加 え る とい う行 為 に よ って 表 紅 る 「触 覚1は これ まで触 れて きたカ ンデ ィ

ンス キ イや シ ク ロ フ スキ イ の定 義 した 「物 質 性 」 と して の三 次 元 の フ ァ ク トゥー ラ と同様 に,

芸 術 家 に よ る工 業 製 品 の選 択 と そ れ らの扱 い に よ って示 さ れ る素 材 表 現 を指 して い る と考 え ら

れ る。

この よ うな工 業 製 品 とい う素 材 に 関 わ る問 題 は,三 次 元 の レ リー フの み な らず,建 蘂の 領 域

にお いて も重 要 な論 点 で あ り,三 次 元 の フ ァ ク トゥー ラは,ロ シア ・ア ヴ ァ ンギ ャル ドの 拡 大

した 芸 術 の 中 の平 面 と立 体 の接 点 で あ る と い え る。 従 って,フ ァ ク トゥー ラ を建 築 の基 本 的 な

概 念 と して捉 え る こ とは,ロ シア構 成 主 義 に関 す る新 しい視 点 を与 え る もので あ る と思 わ れ る。

今後 の課 題 と して,タ ト リンの作 品 を 中心 に,よ り深 く三 次 元 の フ ァク トゥー ラ を考 察 す る こ

と,お よ び レ リー フか ら生 産 あ るい は建 築 へ とフ ァ ク トゥー ラの概 念 を応 用 す る際,ど の よ う

な概 念 の変 化 が あ り,ま た そ の結 果 どの よ うに定 義 さ れ た の か 明 らか にす る ことが 挙 げ られ る。
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注

11920年 にはINKHUKに おい・てロ ドチェ ンコ,カ ンデ ィンスキイ らはフ ァク トゥーラの定 義を巡 っ

て激 しく論争 を している。 ファク トゥーラの概念が絵画 のみな らず さまざまな意味を有 してい た こと

は,こ の論争 に関する記述 か ら推察 され,そ れぞれ の解釈 における相違,共 通点な ど考察す べ き事 柄

は多い。従 って この論争 に関 して は別途詳細 に論述 する必要 があると思われ るため,本 論文 で は敢 え

て取 り上 げていない。
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